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項目「きたえる」では、「笑顔「笑顔「笑顔「笑顔

でででで通える学校通える学校通える学校通える学校」」」」（（（（資料３）資料３）資料３）資料３）への取

り組みに対し、「当てはまる」「や

や当てはまる」と回答した教員は

１００％、児童８４．３％、保護

者８１．９％となっている。「「「「互互互互

いに尊重し合い、いじめのないいに尊重し合い、いじめのないいに尊重し合い、いじめのないいに尊重し合い、いじめのない

学級学級学級学級づくりをづくりをづくりをづくりを進める」進める」進める」進める」（（（（資料４）資料４）資料４）資料４）

ことには７８．５％の教員が、ま

た、「「「「主体的活動したり、企画・主体的活動したり、企画・主体的活動したり、企画・主体的活動したり、企画・

運営したりできる場の工夫」運営したりできる場の工夫」運営したりできる場の工夫」運営したりできる場の工夫」（資（資（資（資

料料料料５）５）５）５）については、８０％の教員

が概ねできていると回答してい

ることは、本年度の重点努力目標

「自他肯定感を高める集団づく

り」に、教員が真摯に取り組んで

いることの現れであり、大変うれ

しいことである。しかし、「「「「自分自分自分自分

にはよいところや頼りにはよいところや頼りにはよいところや頼りにはよいところや頼りにされてにされてにされてにされて

いるところがいるところがいるところがいるところがある」ある」ある」ある」（（（（資料資料資料資料４４４４））））に

対し、「よく当てはまる」「やや当

てはまる」と答える児童は６６．２％に留まり、教員が重点的に取り組んでいるにもかかわらず、児童の

自己評価は低い結果となっている。取り組みの見直しを図ると共に、授業づくりと同様、どんな力を育も

うとしているのかを児童にも意識させ、達成感や成就感を味わわせることで意識が高まるようにしたい。 
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